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夏も本番に近づいて参りましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか？ 
日本緩和医療学会 第 7 回東海・北陸支部学術大会の事前参加申し込み締切の 8月 8 日（金）まで、 
残り 1 ヶ月となりました。 
今大会の見どころ第 1弾をまとめました。 
ホームページには演者のお名前もご紹介しています。 
早めの事前参加登録を是非ご検討下さい！ 
 

日本緩和医療学会 第 7 回東海・北陸支部学術大会 
大会長 石黒 崇（岐阜市民病院 呼吸器・腫瘍内科 緩和医療センター） 
https://www.k-gakkai.jp/jspm7thtokaihokuriku/ 

 
 

特別講演 

近年緩和医療を取り巻く医療状況は日々進化しています。日進月歩の中で、新しい知識をアップデートす
ることは、なかなか容易な事ではありません。特別講演演者の森田達也先生は、我が国の緩和医療を導く
まさにトップランナーであり、いつも臨床現場で役立つ最新の情報を提供していただけます。ご参加の皆
様は、森田先生のご講演をじっくり拝聴したいと思われると予想し、本大会では「裏セッション」を設け
ませんでした。せっかくの機会ですので、「森田ワールド」に心ゆくまでどっぷりつかりませんか？なお、
席数に限りがありますので、立ち見ご容赦下さい！ 
 
 

看護師による看護師のための企画 

こんな時どうすればいいの？  
～病棟で日々悩むせん妄患者のケアと在宅療養の可能性～ 
 
せん妄患者のケアは、感覚的に、経験的に行っていることも少なくないのではないでしょうか？薬剤を投
与しても落ち着かない患者に対して仕方なく、身体抑制を行ってしまう事例も経験することもあり、どの
ようなケアをしたら良いか悩んでしまう事はありませんか？ 
本企画では、日常の中でよく経験するせん妄患者のケアについて、会場の皆様と一緒に勉強したいと考
え、「看護師の視点」で企画しました。 
本セッションでは、認知症看護認定看護師からせん妄の基本的な知識整理をしていただいた後に、病棟・
地域で活動している看護師から病院・在宅それぞれの臨床現場別に、せん妄ケアの実践について事例を提
示して解説していただき、フロアの皆様とともに理解を深めることを目標にしています。事例をもとに、
せん妄患者のケアや在宅療養の可能性について、最後は会場の皆様からの質問や意見交換をしながら、検
討していきます。困難症例や悩み事、なかなか聞けない事など、皆様と一緒に深掘りする企画になってい
ます。せん妄患者のケアに悩んでいる看護師もちろんですが、その他の職種でせん妄症状に悩んでいる方
も是非ご参集下さい！ 



 

薬剤師による薬剤師のための企画 

ベテランでも悩む 特殊な状況下におけるオピオイドの選択と使い方 
 
緩和医療におけるオピオイド使用は、決して単純ではありません。緩和医療に精通した薬剤師でも、本
当にこれで良いのかと悩む場面で、「すっきりしない、もやもやする」判断を迫られた経験はあると思
います。代謝・排泄機能が低下した肝・腎不全患者、呼吸抑制リスクを抱える心不全患者、神経難病患
者、あるいは精神的苦痛へのケミカルコーピングなど、ガイドラインの知識だけでは対処できません。
本セッションでは、こうした特殊な状況下におけるオピオイド使用をテーマとして、第一線で活躍する
薬剤師が教科書には載っていない「本当に困った、そして悩んだ症例」を取り上げ、オピオイドの選
択・投与設計・モニタリング・対応の実際を臨床のリアリティと共に「薬剤師」の視点で深掘りしてい
ただきます。ある意味正解のない症例に、どう向き合い、どう判断するのかを、知識と経験、そして倫
理観が問われる現場で、薬剤師が果たすべき役割を考え、「こんな症例に悩んだ」「あの判断で本当に
良かったのか」といった経験をディスカッションに交え、明日の臨床に役立つセッションとなるよう準
備しております。オピオイドの使い方で悩んでいる薬剤師はもちろんですが、オピオイドの使い方で悩
んだり困っている他の職種の方もふるってお越し下さい！ 
 
 

ワークショップ 

地域と緩和医療 ～御三家（がん拠点病院、ホスピス・緩和ケア病棟、在宅）以外の緩和医療ってどう
なってるの？～ 
 
PEACE 研修をはじめとした医療施策により、がん拠点病院、ホスピス・緩和ケア病棟、在宅の現場では、
がん緩和医療は均てん化されてきました。しかし、この 3 つの現場（＝この企画では『御三家』と命名し
ました）ではない療養の場所を積極的に選択する、あるいは選択せざるを得ない場面もあるのではないで
しょうか。本セッションでは、御三家以外の現場で、どのように緩和医療が実践されているのか、緩和医
療を実践するにあたりどのような障壁があり、どうやって乗り越えているのかを知ることを目的として
います。そして、「御三家」で働く方は、普段触れることが少ない「御三家以外」における緩和医療の実
践を、「御三家以外」で働く方は、他の「御三家以外」の実際を学ぶ事ことで、様々な療養の場での緩和
医療を相互理解し、その先にある「シームレスな緩和医療連携」のための一助とすることを目標として企
画しました。「あなたの知らない世界」を、知りたくなってきませんか？ 
 


